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◆ 50周年記念パーティー
◆ こどもっちゃ！商店街
◆ 廃棄物法令レポート

◆ 中特アカデミー スタート
◆ お客様紹介
◆ 中特グループ部門紹介／クイズコーナー

Pickup社員

㈱中特ホールディングス CS営業部
主席　石田嘉邦

周南システム産業株式会社様

産業廃棄物処理業
経営塾優秀賞を受賞
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皆
さ
ん
、お
楽
し
み
様
で
す
。

　

今
日
は
、先
日
と
あ
る
勉
強
会
に
て
講

師
の
方
が
お
話
さ
れ
た《
あ
る
木
こ
り
の

話
》を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

森
の
中
で
、一
人
の
木
こ
り
が
一
本
の
木

を
倒
そ
う
と
し
て
、 

長
い
時
間
ノ
コ
ギ
リ

を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。け
れ
ど
、そ
の
木
は

何
時
間
か
け
て
も
倒
れ
そ
う
に
な
く
、木

こ
り
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ
て
い
ま
す
。そ
の

様
子
を
見
た
あ
る
人
が
木
こ
り
に
、 「
少

し
休
ん
で
そ
の
ノ
コ
ギ
リ
の
刃
を
研
い

だ
ら
ど
う
で
す
か
。そ
う
す
れ
ば
仕
事
が

も
っ
と
捗
り
ま
す
よ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
の
で
す
が
、そ
の
木
こ
り
は
、 「
刃
を
研

い
で
い
る
暇
な
ん
て
な
い
さ
。 

切
る
だ
け

で
精
い
っ
ぱ
い
だ
」と
答
え
ま
す
。

　

刃
を
研
ぐ
時
間
を
作
り
さ
え
す
れ
ば
、

そ
の
後
の
作
業
が
飛
躍
的
に
進
む
の
に
、

こ
の
木
こ
り
は
ノ
コ
ギ
リ
を
ひ
く
作
業
に

追
わ
れ
、刃
を
研
ぐ
時
間
を
作
ろ
う
と
し

な
い
の
で
す
。

　

目
の
前
の
木
を
切
る
こ
と
を
急
ぐ
あ
ま

り
、か
え
っ
て
遠
回
り
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
て
い
な
い
の
で
す
。い
え
、も
し
か
し

た
ら
気
づ
い
て
い
る
の
に
、行
動
が
起
こ
せ

な
い
で
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

差
し
当
た
り
、木
こ
り
の
目
的
は「
木

を
倒
す
」こ
と
、「
刃
を
研
ぐ
」こ
と
は
そ

の
手
段
で
す
。

　

よ
り
早
く
よ
り
安
全
に
目
的
を
果

た
す
に
は
、「
刃
を
研
ぐ
」こ
と
以
外
に
も

「
筋
力
を
つ
け
る
」「
電
動
ノ
コ
ギ
リ
を

開
発
す
る
」「
仲
間
を
見
つ
け
る
」な
ど

様
々
な
こ
と
が
考
え
付
き
ま
す
。

　

も
っ
と
広
い
視
野
で
捉
え
れ
ば
、「
木
を

倒
す
」こ
と
を
人
生
に
置
き
換
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。私
に
は
壮
大
な
夢
が
あ
り

ま
す
。あ
あ
な
り
た
い
と
憧
れ
る
方
々
も

た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
の
理
想

と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
何
だ
ろ
う
と
常
に

自
分
に
問
い
か
け
れ
ば
、先
見
性
や
人
間

性
な
ど
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。気
づ
い

た
ら
即
実
行
。モ
ノ
マ
ネ
で
も
い
い
か
ら
一

歩
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
木
こ
り
が
気
づ
き
、行
動
が

変
化
し
た
と
き
、「
あ
な
た
の
仕
事
は
何
で

す
か
」と
尋
ね
た
ら
き
っ
と「
私
の
仕
事
は
、

人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
家
を
作
っ
て
い
る

の
さ
」と
答
え
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

中
特
グ
ル
ー
プ
副
代
表　

橋
本 

ふ
く
み

ご
あ
い
さ
つ



50周年記念パーティー
社員やその家族が集まり50周年記念パーティーを開催しま
した。おいしい食事を頂きながらのクイズ、マジック ｅｔｃ…
とっても楽しいひと時は「あっ」という間に過ぎました。

2015年11月7日
ホテルサンルート徳山にて
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vol.19　　50周年記念パーティー
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今
期
２
０
１
５
年
８
月
よ
り
、全
社
員

対
象
の
社
内
研
修「
中
特
ア
カ
デ
ミ
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

中
特
ア
カ
デ
ミ
ー
は「
必
須
科
目
」と

「
選
択
科
目
」で
構
成
し
ま
す
。

　
「
必
須
科
目
」は
、「
理
念
教
育（
中
特

フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
）」「
管
理
会
計
」「
社
内
規

程
」な
ど
、社
長
や
顧
問
が
講
師
と
な
っ

て
、中
特
グ
ル
ー
プ
社
員
全
員
を
対
象
に

開
講
。

　
「
選
択
科
目
」は
、各
部
門
主
催
の「
社

員
に
よ
る
社
員
の
た
め
の
研
修
会
」。中

特
グ
ル
ー
プ
の
事
業
に
関
連
す
る
知
識

を
深
め
る
内
容
に
な
り
、各
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
が
講
師
を
務
め
ま
す
。講
師
役
の

リ
ー
ダ
ー
ら
は
、授
業
を
開
く
た
め
あ

ら
か
じ
め
自
部
門
内
の
社
員
と
共
に
準

備
を
進
め
、ま
た
他
者
に
教
え
る
こ
と

を
通
し
て
自
ら
の
事
業
の
内
容
を
改
め

て
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
習
う
側
も
、グ
ル
ー
プ
内
と
は
い
え
多

岐
に
渡
る
事
業
に
つ
い
て
、今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
知
識
を
身
に
つ
け
、グ
ル
ー
プ

の
こ
と
を
よ
り
多
く
知
る
こ
と
で
、お
客

様
へ
の
対
応
力
や
仲
間
意
識
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。教
え
る
側
・
教
わ
る

側
と
も
に
分
か
っ
て
い
た
つ
も
り
の
事
柄

も
、こ
れ
を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、社
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
り
ま
す
。　

　

今
期
は
全
社
員
７
単
位（
１
科
目
＝
１

単
位
）の
取
得
を
目
指
し
ま
す
。今
後
は

科
目
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
増
や
し
て
、よ

り
活
発
な「
中
特
ア
カ
デ
ミ
ー
」を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

「
中
特
ア
カ
デ
ミ
ー
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び「
株
式
会
社 

中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
」が
中
特
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し
て
、

環
境
省
よ
り「
環
境 

人
づ
く
り
企
業
大
賞

２
０
１
４　

奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
環
境 

人
づ
く
り
企
業
大
賞
」と
は
、「
地

球
環
境
と
調
和
し
た
企
業
経
営
を
実
現
し
、

環
境
保
全
や
社
会
経
済
の
グ
リ
ー
ン
化
を
牽

引
す
る
環
境
人
材
の
育
成
推
進
を
目
的
に
、

社
員
を
対
象
と
し
て
優
良
な
環
境
教
育
を

行
っ
て
い
る
事
業
者
を
表
彰
す
る
」と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

当
社
は
、「
従
業
員
が
地
域
へ
出
て
環
境
活

動
を
し
、そ
れ
を
研
鑽
の
場
と
位
置
づ
け
て

お
り
、テ
ー
マ
も
多
岐
に
渡
る
。地
域
に
即
し

実
践
し
な
が
ら
、一
緒
に
悩
み
改
善
し
て
い
く

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。」と
い
う
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
８
月
20
日（
木
）東
京
霞
が
関
の

環
境
省
に
て
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
は
、中

特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

橋
本
社
長 

・ 

吉
本

興
業 

吉
本
社
長
が
出
席
し
、表
彰
状
と
記
念

品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、今
後
も
地
域

に
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
会
社
と
な
る
た
め

に
、社
員
一
人
一
人
が
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指

し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

「
環
境 

人
づ
く
り
企
業
大
賞
２
０
１
４

奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た

受賞式受賞式
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第6回

商店街に参加！！

　こどもっちゃ！商店街とは、徳山商店街が１日限定で
こどもが主役のまちに変身！
　子どもたちは自分で仕事を選んで働き、アルバイト代
（会場内通貨）を実際に受け取ることが出来ます。販売
や接客体験など様々な職業を通じて子どもの主体性を
育む取り組みとして行われている行事です。中特グルー

プでは、第３回から参加しており、今回で４回目の参加
となりました。今年は「商店街ごみゼロ大作戦!!」とし
て、参加してくれた子どもたちにはゴミステーションに
集まるゴミを種類ごとに分別したり、集積場所に集まっ
たゴミをゴミステーションに運搬する体験をしてもら
いました。

は？と商店街

　こどもっちゃ！商店街への参加も今年で4回目となりま
した。第４回からお仕事体験をゴミの分別案内としてきま
した。昨年は子どもの参加が12名でしたのでこれ以上に

参加者を増や
すべく、エコ
ライフPJの
活動の中で、
どうすれば子
どもたちに興

味を持ってもらえるだろうかと考え、お仕事体験の名前を
「商店街ごみゼロ大作戦!!」に変更し、回収作業を新たに増
やすなど新しい事にも積極的に取り組みました。最終的に
は33名もの子どもたちに参加してもらい、Facebookで
は、保護者の方からもありがたいコメントを頂くことが出
来ました。
　今年の反省点を活かし、来年はさらに子どもたちに楽し
んでもらえるような内容にしていきたいと思います。

エコライフPJ　山本　勉

子どもたちには、会場内から出るゴミの
分別と運搬作業を体験して頂きました。

リサイクルの種類やリサイクルの必要性
について説明を聞いてもらいました。

別の場所にあるゴミ箱に溜まった廃棄物
を分別ブースまで運搬してもらいました。

体験者一人ひとりが一生懸命作業に
取り組んでくれて、たいへん会場内
がきれいになりました。
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～ お客様紹介 ～

　周南システム産業株式会社は、戦後間もない1950年
（昭和25年）に親会社である株式会社トクヤマの社宅管
理を主目的として、徳曹住宅経営株式会社の名称のもと山
口県周南市に誕生しました。
　その後、不動産業、住宅建築業、緑化事業、建設業、損
害保険代理店業、OAシステム関連事業を次々に開始し、
１９８５年には現社名の周南システム産業に社名変更しまし
た。更に建材販売、小売業、現在の主力事業となっている
構内作業請負業などを開始し、多岐にわたる事業を展開し
ております。
　周南システム産業は総合化学メーカー株式会社トクヤマ
の１００％出資の子会社となっております。トクヤマグループ
の機能を分担する会社として存在し続けることは勿論のこ
と、他のお客様にも満足していただけるよう、鋭敏な感性で
挑戦と変革に取り組んでまいります。

　環境安全管理室の磯村と申します。半年前より産業廃棄物に関
する業務に携わっております。中特グループ様とは、建設廃棄物な
どの処理をお願いしています。先日、貴社の工場を見学させて頂
いた際には、未熟な私に産業廃棄物の処理に関する様々な事柄を
教えていただき、大変感謝しております。また、その時に貴社のプロ
ジェクトとして、工場内にダチョウを飼育して、餌はスーパーなどから
発生する食品残渣の選別処理した物を与え、そのダチョウが産む
卵からハウスダスト対策用のスプレーを商品化したと伺いました。

　中特グループ様のコンセプトである「生活から出たものすべ
てを処理し再生させる」を基に、食品残渣でさえも無駄にしない
循環型社会の構築に向けて、挑戦し続けている取り組みに強く
感銘を受けました。弊社の経営方針にも「挑戦と変革」という言
葉があります。目まぐるしく変化する社会情勢の中、現状に満足
せず常に挑戦していき、会社の発展に貢献しなければならない
と改めて実感しました。
　最後に貴社の更なるご発展を心よりお祈り申し上げます。

Message　周南システム産業株式会社／環境安全管理室　

徳山夏まつり参加徳山夏まつり参加 ボランティア清掃活動ボランティア清掃活動

本社　事務所本社　事務所

新築住宅施工例新築住宅施工例

周南システム産業株式会社 様
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平
成
25
年
10
月
の「
水
銀
に
関
す
る
水

俣
条
約
」採
択
を
受
け
、平
成
27
年
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
、廃
水
銀
等
に
関
し

て
廃
棄
物
処
理
法
施
行
令
及
び
施
行
規

則
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、特
別
管
理
廃
棄
物
と
な
る

水
銀
は
下
記
の
と
お
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

❶ 

水
銀
又
は
そ
の
化
合
物
が
使
用
さ
れ
て

い
る
製
品（「
水
銀
使
用
製
品
」）が
一
般

廃
棄
物
と
な
っ
た
も
の
か
ら
回
収
し
た

廃
水
銀

❷ 

上
記
❶
の
廃
水
銀
を
処
分
す
る
た
め

に
処
理
し
た
も
の（
環
境
省
令
で
定
め

る
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

　

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

❶ 

下
記
の
特
定
の
施
設
に
お
い
て
生
じ
た

廃
水
銀
等（
水
銀
使
用
製
品
が
産
業
廃

棄
物
と
な
っ
た
も
の
に
封
入
さ
れ
た
廃

水
銀
等
を
除
く
。）

1 
水
銀
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
が
含
ま
れ

て
い
る
物
又
は
水
銀
使
用
製
品
廃
棄
物

か
ら
水
銀
を
回
収
す
る
た
め
の
施
設 

2 
水
銀
使
用
製
品
の
製
造
の
用
に
供
す
る

施
設 

3
灯
台
の
回
転
装
置
が
備
え
付
け
ら
れ
た

施
設 

4
水
銀
を
媒
体
と
す
る
測
定
機
器
を
有

す
る
施
設 

※ 

水
銀
温
度
計
等
の
水
銀
使
用
製
品
で

あ
る
測
定
機
器
は
該
当
し
ま
せ
ん

5 
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
試
験
研
究

機
関 

6
大
学
及
び
そ
の
附
属
試
験
研
究
機
関

7 
学
術
研
究
又
は
製
品
の
製
造
若
し
く

は
技
術
の
改
良
、考
案
若
し
く
は
発
明

に
係
る
試
験
研
究
を
行
う
研
究
所

❷ 

水
銀
若
し
く
は
そ
の
化
合
物
が
含
ま
れ

て
い
る
産
業
廃
棄
物（
ば
い
じ
ん
や
汚

泥
等
）又
は
水
銀
使
用
製
品
が
産
業
廃

棄
物
と
な
っ
た
も
の
か
ら
回
収
し
た
廃

水
銀

※ 

水
銀
使
用
製
品
が
破
損
し
た
こ
と
で
漏

洩
し
た
廃
水
銀
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

❸ 

廃
水
銀
等
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し

た
も
の（
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の
に
限
る
。）

　

以
上
の
よ
う
に
、特
別
管
理
産
業
廃
棄

物
と
な
る
物
は
、廃
水
銀
そ
の
も
の
や
、水

銀
が
使
用
さ
れ
た
製
品
か
ら
取
り
出
さ
れ

た
水
銀
、ま
た
は
そ
の
処
理
物
で
あ
り
、特

に
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
と
な
る
廃
水

銀
の
場
合
は
、７
種
類
の
特
定
施
設
か
ら

発
生
し
た
物
の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
使
う
水
銀
が
使
用
さ
れ

た
体
温
計
や
、事
業
所
に
も
あ
る
蛍
光
灯

等
は
、特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
に
は
該
当

し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、現
在
、体
温
計
や
蛍
光
灯
等

の
個
別
の
水
銀
使
用
製
品
の
う
ち
、ど
れ

を「
水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
」に
指

定
す
べ
き
か
ど
う
か
検
討
中
で
す
。「
水
銀

使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
」に
指
定
さ
れ
る

と
、改
正
さ
れ
た
施
行
令
や
施
行
規
則
に

基
づ
き
、「
破
砕
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

運
搬
す
る
こ
と
」や「
そ
の
他
の
廃
棄
物
と

混
合
し
な
い
よ
う
に
区
分
し
て
運
搬
す
る

こ
と
」と
い
っ
た
、他
の
産
業
廃
棄
物
よ
り

も
少
し
だ
け
厳
し
い
規
制
が
加
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、施
行
令
改
正
で
安
定
型
最
終

処
分
場
に
は
埋
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た

（
施
行
は
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
の
予

定
）

　

こ
れ
か
ら
水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

の
詳
細
が
定
ま
る
予
定
で
す
が
、そ
れ
に

指
定
を
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、管
理
型
最
終

処
分
場
か
、水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物

か
ら
水
銀
を
抜
き
取
る
許
可
を
持
つ
業
者

に
処
理
委
託
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

行政書士エース環境法務事務所代表

　　行政書士　尾上雅典先生

　中特グループ法務顧問。許認可申

請の代行といった単なる行政書士業

務に止まらず、廃棄物処理企業の経

営基盤確立のため、従業員教育、法

務相談など、廃棄物処理企業に特化

したサービスを提供されている。

　その他、業界誌への寄稿、排出事

業者向けのセミナー・講演、廃棄物

管理状況の監査など、廃棄物処理企

業以外に関係者にも廃棄物の適切な

処理を進めていただくべく、精力的

に啓発・教育活動も展開中。
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今回はニコニコ笑顔がみんなを癒してくれる、中国特殊㈱エコ
事業部HOSグループの勝屋哲雄さんにインタビューしました。

Q1.入社されて何年ですか？
　入社したのは27才の時で今、63才だから36年！（目がキラキラ）
（すごい！！人生の半分以上じゃないですか～！）
　以前、中国特殊に勤めていた知人の紹介で入りました。実は1
年ほど間があるけど親父と入れ替わりなんです。（笑）

Q2.現在の業務は？
　実は中国特殊に入って、下水道の清掃・管理、浄化槽の管
理、排水管の詰まりと全部の仕事をしてきました。（中国特殊の
仕事が全部出来るじゃあないですか！と拍手）
　今はバキュームに乗って毎日、市内のいろいろな所を回って
汲取りをしています。行く先々でお客様との会話も弾んで毎日楽
しく仕事をさせて頂いています。
　
Q3.昔と今では…
　随分昔は、1日の作業を終えるのにすごく時間がかかって、残
業も多かったですが、現在では1日の段取りをよく考えてできる
だけ時間内に作業を終えるように部内の皆で協力しあっていま
す。その分、以前はなかなか家族サービスの時間が取れません
でしたが、今では家にいる時間も大切にできるようになってきた
と思います。

Q4.今までに一番印象に残った作業は？
　21年前の阪神淡路大震災の現場に行った事が忘れること
のできない作業ですね…現地での状況を目の当りにしたら、1日
でも早く復旧できるようにという想いでした。
　(どれ位の期間行かれていたのですか？)
　5～6人で1グループを作り、10日ずつ交替で3グループが作
業にあたりました。当然ホテルなどの宿泊施設もなく、1つ山を
越えた所にある小さなプレハブで寝泊まりしました。とにかく寒
くて、暖房器具も揃ってないのでストーブと寝袋で乗り切りまし

た。
　何度も迂回しながら現場
に向かったので本来なら、
ちょっとで到着できる所で
も、2～3時間もかかりまし
た。いたる所で、ガス漏れ
の可能性や瓦礫があり作

業場所にも立ち入ることができず、思うように作業ができないこ
ともあったね…
　(本当に大変だったんですね。どういった作業をされたんです
か？)
　下水管が破損していないかの調査と清掃をさせてもらいまし
た。ひたすら作業をするしかできませんでしたが、少しでも復興
へ向けて役に立てたんじゃないかなぁと今では思えるようになっ
てきました。本当に忘れられない現場でした･･･

Q5.長い間、今の仕事が続けられた秘訣は？
　何といっても家族の支えです！(本当に仲が良いご夫婦ですよ
ね～♪)
　あとは、協力して支えてくれる仲間がいた事と、困難にも絶対
に負けないという強い意志があったから続けられたんじゃない
かなぁ(遠くを見つめて懐かしむ)

Q6.今、はまっている事やこれから先やりたい事は？
　子供の頃もしていた魚釣りをまたやってみようかなと思うん
だけど…寒かったり暑かったり、なかなか踏み出せずにいるんで
す。が、また魚釣りを復活させようと思います。
　実は子供の頃は、よく1人で電車に乗ったり、自転車に乗った
りして遠くまで魚釣りに行っていたんですよ～♪(テンション↑)
(ぜひ、大物を釣ってくださいね！)
　あと、皆さんにはバレて
いるとは思いますが、ドラ
イブが好きで週末には女
房と県内の道の駅めぐり
をしたり、いろいろな所に
行っているので、もしかした
ら皆さんとすれ違っている
かもしれませんね(笑)
(あーーー！すれ違ったことありますよ～)
　2週間に1回「仁保の郷」に行って食パンを買うのが楽しみな
んです。他にもおいしい所があれば行ってみたいので皆さん情
報をお待ちしています♪
　何年先になるかは分かりませんが、いつか女房と電車の旅に
も行ってみたいと考えています。のんびり、ゆっくり美味しいもの
を食べてより一層女房孝行をしたいですね。
(羨ましい…素敵ですね！)

Q7.最後に一言
　自分が持っている技術を後輩へ引
き継いでいくので自ら考えて行動し、
工夫して作業していってほしいです。
いろいろな角度から物事を考えて見
れば視野も広がると思います。
　自分達の仕事は道具を使うことが
多いので、買い替えてしまえば簡単
ですが、創意工夫で道具の寿命も延
びて長く使えますので、今後も大事
に扱っていこうと思います。

中特グループを長く支えてくださっている
ベテラン社員さんを紹介するコーナー
「この人に聞く！」の第6弾です。

( インタビュー : ㈱中特ホールディングス総務管理部　靏本・坂本 )

勝屋　哲雄さん
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下
松
第
一
埠
頭
の
海
底
清
掃
に
参
加
し
ま

し
た

　

10
月
３
日（
土
）に
下
松
第一埠
頭
に
て
海
底

清
掃
が
行
わ
れ
、中
特
グ
ル
ー
プ
社
員
が
参
加

し
ま
し
た
。陸
上
の
ご
み
拾
い
と
、ダ
イ
バ
ー
さ

ん
が
潜
っ
て
見
つ
け
た
ご
み
の
引
き
上
げ
を
行

い
ま
し
た
。

㈱
吉
本
興
業
が
研
修
旅
行
へ
行
き
ま
し
た

　

10
月
10
日（
土
）・11（
日
）に
㈱
吉
本
興
業
が

研
修
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。福
岡
県
の
同
業
者

で
あ
る
㈱
障
が
い
者
つ
く
し
更
生
会
さ
ん
の
見

学
や
、長
崎
県
の
平
和
公
園･

世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
グ
ラ
バ
ー
園
の
散
策
を
し
ま
し
た
。

大
津
島
海
底
清
掃
に
参
加
し
ま
し
た 

　

10
月
24
日（
土
）に
大
津
島
馬
島
漁
港
、大

津
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
た
海
岸

清
掃
に
中
特
グ
ル
ー
プ
よ
り
34
名
が
参
加
し

ま
し
た
。稚
魚
の
放
流
も
行
い
、子
供
た
ち
も

楽
し
ん
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

不
法
投
棄
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た

　

10
月
29
日（
木
）に
山
口
県
産
業
廃
棄
物
協

会
主
催
の
不
法
投
棄
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

中
特
グ
ル
ー
プ
の
社
員
が
参
加
し
ま
し
た
。海

沿
い
の
急
な
斜
面
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を

皆
で
協
力
し
て
回
収
し
て
い
き
ま
し
た
。

活
動
報
告

T
op
ic
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第
３
回
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
14
日（
土
）ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
徳
山
に

て
第
３
回
終
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
を
数
え
る
終
活
セ
ミ
ナ
ー
。

テ
ー
マ
を「
私
が
決
め
る
！
終
活
。〜
残
し
た

い
も
の・
残
し
た
く
な
い
も
の
〜
」と
し
、エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、保
険
を
通
し
た
相
続
、先

を
見
据
え
た
生
前
整
理
に
つ
い
て
講
演
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
特
グ
ル
ー
プ
親
睦
会
主
催
で
萩
日
帰
り

旅
行
へ
行
き
ま
し
た

　

11
月
22
日（
日
）に
中
特
グ
ル
ー
プ
親
睦
会

主
催
で
萩
日
帰
り
旅
行
へ
行
き
ま
し
た
。世
界

遺
産
に
な
っ
た
松
下
村
塾
周
辺
や
城
下
町
の
散

策
、萩
の
ブ
ラ
ン
ド・見
蘭
牛
の
ス
テ
ー
キ
や
焼

肉
な
ど
、大
い
に
満
喫
し
ま
し
た
。

産
廃
経
営
塾
を
卒
塾
し
ま
し
た 

　

12
月
４
日（
金
）に
㈱
中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス　

Ｃ
Ｓ
営
業
部　

主
席　

石
田
嘉
邦
が

「
産
業
廃
棄
物
処
理
業　

経
営
塾
」を
卒
塾

し
、優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
周
南
冬
の
ツ
リ
ー
ま
つ
り
２
０
１
５
」
に

て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た

　

12
月
23
日（
水
）に
開
催
さ
れ
た
周
南
冬
の

ツ
リ
ー
ま
つ
り
２
０
１
５
で
中
特
グ
ル
ー
プ
社

員
や
家
族
が
参
加
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を

し
ま
し
た
。青
空
公
園
か
ら
徳
山
駅
周
辺
ま

で
の
ご
み
拾
い
を
し
て
回
り
ま
し
た
。イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
駅
周
辺
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



Communication10

vol.19　　社員の趣味 /3R 3R 3R/ 編集後記

　

２
０
１
６
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、あ
っ
と
い
う
間
に
２
月
も
終
わ
り
に
…「
１
月
は
行
く・２
月
は
逃
げ

る・３
月
は
去
る
」と
い
い
ま
す
が
、本
当
に
早
い
！！
こ
れ
も
、歳
の
せ
い
か
と
思
い
つ
つ「
気
の
せ
い
」と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
ご
ま
か
し
て
い
ま
す
。（
笑
）

　

暖
か
く
な
る
の
も
あ
と
少
し
。４
月
に
は
新
し
い
仲
間
が
増
え
る
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。初
心
を
振
り
返
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、自
分
自
身
で
我
が
身
を
見
つ
め
な
お
し
新
た

な
気
持
ち
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
中
特
グ
ル
―
プ
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
す
る
よ
う
、社
員一同一丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。次
号
の「
コ
ミ
ニュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」は
８
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。皆
さ

ん
、楽
し
み
に
し
て
下
さ
い
ね
！！
社
内
報
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、お
忙
し
い
な
か
取
材
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。　　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
靏
本
）

（
株
）中
特
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
Ｃ
Ｓ
営
業
部　
　
　
　
　

 
　
　
　
　
　

上
原　

康
宏

　

入
社
も
う
す
ぐ
５
年
目
の
Ｃ
Ｓ
営
業
部
の
上
原

で
す
。私
の
趣
味
で
す
が
、そ
れ
は「
ゴ
ル
フ
」で
す
。

今
ま
で
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
を
も
っ
た
こ
と
が
無
い
の

で
す
が
、今
は
夢
中
で
す
！

　

き
っ
か
け
は
２
年
前
の
あ
る
日
、㈱
リ
ラ
イ
フ
の
廣

瀬
リ
ー
ダ
ー
に「
上
原
も
ゴ
ル
フ
や
っ
て
み
た
ら
」と

言
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。打
ち
っ
ぱ
な
し
に
２
、３
回

行
っ
た
だ
け
で
コ
ー
ス
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
で
す
が
…
日

頃
か
ら
運
動
不
足
の
私
は
３
ホ
ー
ル
目
で
右
足
の
ふ

く
ら
は
ぎ
が
肉
離
れ
す
る
と
い
う
大
参
事（
珍
事
？
）

で
し
た
。

　

始
め
て
２
年
独
学
で
す
が
、ベ
ス
ト
ス
コ
ア
が

１
１
０
ま
で
に
な
り
ま
し
た
が
、な
か
な
か
上
手
く

な
り
ま
せ
ん
ね
。ま
だ
ま
だ
練
習
の
日
々
で
す
。打

ち
っ
ぱ
な
し
に
行
く
と
夢
中
に
な
っ
て
６
０
０
球
く
ら

い
打
つ
の
で
す
が
、店
員
さ
ん
に
び
っ
く
り
さ
れ
る
の

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
武
器
は
３
０
０
ヤ
ー
ド
飛
ぶ
ド
ラ
イ
バ
ー

シ
ョッ
ト
で
す
が
、最
近
や
っ
と
Ｏ
Ｂ
も
減
っ
て
、ゴ
ル

フ
ら
し
く
な
る
か
な
ー
と
期
待
し
て
い
る
の
で
す
が
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
良
く
な
れ
ば
パ
ッ
ト
が
悪
い
と
か
な

か
な
か
噛
み
合
い
ま
せ
ん
。

　

練
習
も
本
番
の
ラ
ウ
ン
ド
も
良
い
運
動
に
な
っ
て

い
て
、最
近
運
動
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て

非
常
に
良
い
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。お
客
様
や
同

僚
に
も
ゴ
ル
フ
を
趣
味
に
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、少
し
ず
つ
で
す
が
お
客
様
と
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
ラ
ウ
ン
ド
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。昨
年
の
目
標

が「
年
内
に
１
０
０
を
切
る
」で
し
た
が
、達
成
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。「
今
年
こ
そ
は
１
０
０
を
切
る
」が

目
標
で
す
。も
し
機
会
が
あ
れ
ば
、一緒
に
ラ
ウ
ン
ド

し
て
頂
け
れ
ば
幸
せ
ま
す
。

　「プラスチックのスー
プ」という言葉を皆さん
ご存知でしょうか？これ
はプラスチックによる海
の汚染を表現したもので
す。海洋ゴミといえば、不

法投棄され漂着した飲料容器や食品容器などのイメージが強くありますが、近年
の調査結果では、マイクロプラスチックと言われる5ミリ以下の小さなプラスチック
破片が大きな環境問題として注目されています。このマイクロプラスチックとは、プ
ラスチックの容器等が波で洗われ紫外線を浴びるうちに次第に細かく砕けていっ
たものや、アクリルなどの化学繊維を家庭の洗濯機で洗う事で微細なプラスチッ
クが下水道を通じ海へ流れ出て発生すると想定されています。もともと海水には
低濃度の有害化学物質が含まれており、プラスチックはこれらの汚染物質を吸着
し高濃度に凝縮する性質がある事から、エサと間違って食べた魚が有害物質を体
内に取り込む事による悪影響が不安視されています。海中でプラスチックが汚染
物質を運ぶ役割を果たしてしまい、生態系に悪影響を及ぼしているのです。
　これらプラスチックを単なるゴミとしてではなく、有害物質と捉え廃棄する事が大
切となります。利便性が高いプラスチックは使い捨ての製品に多く使用されます。

マイバッグ活用によるレジ袋の削減は近年定着しつつあり
ますが、「いつまでも美味しい魚を安全に食べたい！！」と思
えば私たちに出来る事はまだまだたくさんありそうです。

（株） 吉本興業　代表取締役　吉本妙子
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クイズコーナー！！クイズコーナー！！
官製ハガキに、住所・氏名・電話番号・「中特グルー
プへの一言メッセージ」をご記入の上、
〒745-0801 周南市大字久米3078-1 ㈱中特
ホールディングス クイズコーナー係　までご郵送
ください。　お待ちしておりま～す！
※4月30日消印有効です。※正解は中特グループ
HPにてご確認ください。※お客様より頂いた個人
情報は他の目的には一切使用しません。❶約30㎞　　❷約260㎞　　❸約780㎞

今号より新たなコーナー、クイズコーナーが始まりました。
正解者の中から5名様に「イオン商品券500円分」を
プレゼント★　皆さん、ふるってご応募下さい。

記念すべき「第1回」のクイズは…

周南市内の公共下水道を1本につなげると総延長は何キロ？
※平成25年4月1日現在
下の3つから「これだ！」と思う番号を選んでくださいね。

いったい
何キロ

でしょうね～

部門紹介

in グループ

暮らしの中での「お困りごとの入口」として、家の中の片付けや
水回りのトラブルなどのご家庭でのお困りごとを解決するまで、
お手伝いするサービスを提供するグループです

グループは

整理・お片付けサポート
□ 生前整理
□ 介護前整理
□ 部屋の模様替え整理
□ 独立記念整理
□ 実家の片付け整理など

家族に負担をかけないためにも、元気な今のう
ちから身の回りの物や想いの生前整理を行い、
安心した快適な生活を過ごしませんか？
これからの暮らしを考え、安心・安全な環境作り
を専門家がアドバイス・お手伝いをいたします。

遺品整理の際に出る不用品は平均４tトラック２
台分あり、整理を行うには体力が必要になりま
す。また亡くなって間もない時期だと精神的にも
辛く、作業がなかなかはかどらなかったりしま
す。ですが退去期限や空き家対策などの問題に
より、整理する時間は限られてきます。

だから！ おススメしています！

ポータルハートサービスグループの
専門スタッフが心に寄り添って

全力でサポートします！

こんなお困りごとを解決しています！

遺品整理 生前整理 不用品回収 お片付け 水回りの
トラブル

迅速さ

地域No.1宣言！


